
バ
イ
オ
マ
ス
固
形
燃
料
「
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
」
の
事
業
化 ナニワ炉機研究所

　
ナ
ニ
ワ
炉
機
研
究
所
は
鋳
鉄
溶
解
プ
ラ

ン
ト
の
専
門
メ
ー
カ
ー
で
、
石
炭
コ
ー
ク

ス
の
熱
を
使
う
溶
解
炉
な
ど
を
自
動
車
、

機
械
、
鋳
鉄
管
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
に
納
入

し
て
い
る
。
同
社
が
近
畿
大
学
の
井
田
民

男
准
教
授
と
共
同
で
取
り
組
む
の
は
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い

ゼ

ロ
カ
ウ
ン
ト

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
「
バ
イ

オ
コ
ー
ク
ス
」
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
開
発

・
製
造
だ
。

　
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
は
間
伐
材
や
茶
か
す

な
ど
植
物
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
細
か
く

砕
い
て
乾
燥
さ
せ
た
後
、
熱
を
加
え
な
が

ら
圧
縮
し
て
つ
く
る
。
見
た
目
は
直
径
１

０
０

の
黒
っ
ぽ
い
円
筒
形
で
、
触
る

と
硬
く
て
ず
っ
し
り
重
い
。
鋳
造
炉
で
は

石
炭
コ
ー
ク
ス
使
用
量
の
約
２
割
を
代
替

で
き
る
こ
と
も
実
証
し
て
い
る
。

　
製
造
装
置
は
当
初
、
大
手
重
工
メ
ー
カ

ー
と
近
畿
大
が
開
発
を
進
め
て
い
た
。
し

か
し
大
手
重
工
が
手
を
引
き
、
ナ
ニ
ワ
炉

機
が
プ
ラ
ン
ト
製
造
に
関
す
る
特
許
を
買

い
取
り
、
共
同
研
究
を
引
き
継
い
だ
。
そ

の
後
、
２
０
１
０
年
に
自
社
で
製
造
実
証

装
置
を
完
成
し
、

年
６
月
に
大
阪
府
森

林
協
同
組
合
向
け
に

時
間
稼
働
の
商
用

製
造
装
置
を
世
界
で
初
め
て
完
成
し
た
。

　
同
組
合
が
製
造
す
る
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス

は
豊
田
自
動
織
機
が
代
替
燃
料
と
し
て
実

証
利
用
を
進
め
て
お
り
、
４
月
に
も
正
式

な
商
業
利
用
が
始
ま
る
見
通
し
。
ほ
か
に

も
製
造
や
使
用
に
対
す
る
要
望
が
多
数
集

ま
っ
て
お
り
、
ナ
ニ
ワ
炉
機
は
今
年
か
ら

製
造
装
置
の
販
売
を
本
格
化
す
る
考
え

だ
。

関
係
機
関
↑
近
畿
大
学

産
業
の
活
力
高
め
る

松
井
一
郎
大
阪
府
知
事

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
、
大
阪
の
国
際
競
争
力
を
高
め
成

長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
大
阪
に

集
積
す
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
企

業

を
は
じ

め
、
も
の
づ
く

り
を
中
心
と
し

た
技
術
と
人
材
の
強
み
を
最
大
限

に
生
か
し
な
が
ら
新
た
な
分
野
や
世

界
市
場
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

が
国
際
競
争
力
を
高
め
て
い
く
に

は
、
戦
略
的
な
知
的
財
産
の
創
造
・

保
護
・
活
用
こ
そ
が
重
要
な
切
り
札

と
な
り
ま
す
。

　
大
阪
府
で
は
、
も
の
づ
く
り
支
援

拠
点
「
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ

モ
ビ
オ

」

に
お
い
て
特
許
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
。
知
的
財
産
を
積
極
的
に
活

用
し
て
企
業
競
争
力
を
強
化
す
る
中

小
企
業
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
「
知
財

顕
彰
事
業
」
と
し
て
大
学
や
公
設
試

験
研
究
機
関
の
特
許
権
を
活
用
、
事

業
化
し
て
い
る
府
内
中
小
企
業
を
表

彰
し
、
全
国
に
発
信
す
る
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
１
回
目
の
受

賞
企
業
５
社
の
皆
さ
ま
は
、
大
学
や

公
設
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
技
術

力
の
高
度
化
を

実
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
府
内
中
小
企

業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

知
的
財
産
の
戦
略
的
な
活
用
に
よ

り
、
企
業
競
争
力
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
と
も
に
大
阪
産
業
の
活
性
化
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

グ
ラ
ン
プ
リ

亜
臨
界
水
処
理
法
に
よ
る
廃
棄
物
の
再
資
源
化
技
術
の
開
発

リマテック
関
係
機
関
↓
大
阪
府
立
大
学

堺
Ｓ
Ｃ
工
場
の
亜
臨
界
水
プ
ラ
ン
ト

は
１
日

の
処
理
能
力
を
持
つ

　
リ
マ
テ
ッ
ク
は
石
油
精
製
、
半
導
体
、
鉄

鋼
、
機
械
な
ど
の
工
場
が
出
す
廃
油
、
汚
泥

な
ど
の
産
業
廃
棄
物
を
独
自
の
技
術
で
燃
料

に
再
生
し
て
い
る
。
再
生
し
た
ス
ラ
リ
ー
状

の
燃
料
は
セ
メ
ン
ト
工

場
へ
石
炭
の
代
替
燃
料

と
し
て
年
間
約

万

供
給
し
て
お
り
、
同
工

場
で
は
石
炭
使
用
量
を

年
間
７
万

削
減
し
た

実
績
が
あ
る
。

　
リ
マ
テ
ッ
ク
は
、
こ
う
し
た
廃
棄
物
処
理

の
技
術
開
発
や
プ
ラ
ン
ト
設
計
を
得
意
と

し
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
た
環
境
改
善
方
法

を
提
案
す
る
。
不
法
投
棄
現
場
の
原
状
回

復
、
海
難
事
故
に
よ
る
流
出
油
回
収
な
ど
の

ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
岩
手
県
大

船
渡
市
や
陸
前
高
田
市
で
は
が
れ
き
の
解

体
、
撤
去
、
分
別
も
実
施
し
て
い
る
。

　
現
在
、
同
社
が
新
し
い
事
業
の
柱
と
し
て

力
を
注
ぐ
の
が
亜
臨
界
水
反
応
を
用
い
た
廃

棄
物
の
再
資
源
化
事
業
だ
。
水
は
温
度
３
７

４
度
Ｃ
未
満
、
圧
力

に
近
づ
く
に
つ

れ
亜
臨
界
水
と
呼
ば
れ
、
有
機
物
の
溶
解
作

用
と
強
い
加
水
分
解
作
用
が
生
ま
れ
る
。

　
例
え
ば
有
機
溶
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
に

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
加
え
て
亜
臨

界
水
処
理
す
る

と
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
を
発
生
さ

せ
ず
に
メ
タ
ノ
ー
ル
と
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
に

再
生
で
き
る
。
ま
た
、
ス
テ
ン
レ
ス
洗
浄
に

使
っ
た
硝
酸
廃
液
を
処
理
す
る
と
純
度
の
高

い
硝
酸
と
酸
化
鉄
を
回
収
で
き
る
。

　
同
技
術
は
大
阪
府
立
大
学
の
吉
田
弘
之
特

任
教
授
の
基
礎
技
術
を
基
に
共
同
で
研
究
、

開
発
し
た
も
の
で
、
技
術
や
装
置
で
共
同
の

特
許
も
取
得
し
て
い
る
。
環
境
、
コ
ス
ト
両

方
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
企
業
か
ら
の

引
き
合
い
は
多
く
、
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
廃

棄
物
を
工
場
内
で
オ
ン
サ
イ
ト
処
理
し
、
資

源
と
し
て
再
利
用
す
る
プ
ラ
ン
ト
の
受
注
に

力
を
入
れ
る
方
針
だ
。
ま
た
、
同
じ
技
術
を

応
用
し
、
食
品
廃
棄
物
を
発
酵
さ
せ
て
発
電

用
の
メ
タ
ン
を
製
造
す
る
プ
ラ
ン
ト
の
開
発

も
進
め
て
い
る
。

複
合
材
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
締
結
用
航
空
機
向
け
炭
素
繊
維
強
化
チ
タ
ン
合
金
ボ
ル
ト
の
量
産
化田中

　
田
中
は
独
自
の
金
属
表
面
処
理
技
術
を

使
っ
た
ボ
ル
ト
製
造
を
手
が
け
る
。
大
阪

府
立
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
共
同
で
開

発
し
た
の
は
チ
タ
ン
合
金
製
ボ
ル
ト
の

「
プ
ラ
ズ
マ
表
面
硬
化
処
理
技
術
」
。
合

金
の
表
面
を
硬
化
さ
せ
る
こ
と
で
締
め
付

け
時
の
焼
き
付
き
を
抑
え
、
ボ
ル
ト
の
導

電
性
を
維
持
で
き
る
。
航
空
機
の
構
造
体

と
し
て
採
用
が
進
む
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

を
締
結
す
る
部

品
と
し
て
の
採
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
同
技
術
は
既
に
米
・
ボ
ー
イ
ン
グ
の
試

験
に
合
格
し
、
航
空
機
メ
ー
カ
ー
向
け
の

締
結
部
品
で
高
シ
ェ
ア
を
持
つ
米
国
フ
ァ

ス
ナ
ー
メ
ー
カ
ー
か
ら
独
占
的
な
特
許
の

使
用
を
打
診
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
田
中

弘
一
会
長
は
「
国
内
の
モ
ノ
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
」
と
の
考
え
か
ら
、
国
内
メ
ー

カ
ー
と
の
連
携
も
模
索
中
だ
。

　
航
空
機
部
品
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ス
ト
や

手
続
き
が
あ
る
た
め
採
用
ま
で
に
長
い
時

間
が
か
か
る
。
資
金
力
が
豊
富
で
な
い
中

小
企
業
に
と
っ
て
参
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
。
そ
こ
で
、
田
中
会
長
は
量
産
設
備
を

導
入
し
て
自
社
生
産
す
る
の
で
は
な
く
、

研
究
開
発
に
軸
足
を
お
い
て
技
術
を
国
内

メ
ー
カ
ー
に
供
与
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
国
内
メ
ー

カ
ー
の
航
空
機
市
場
で
の
シ
ェ
ア
拡
大
に

も
つ
な
が
る
。
開
発
し
た
技
術
は
電
極
、

触
媒
、
セ
ン
サ
ー
と
い
っ
た
導
電
性
が
必

要
な
用
途
に
活
用
で
き
、
航
空
機
以
外
の

分
野
に
も
売
り
込
み
中
だ
。

関
係
機
関

↑
大
阪
府
立
産
業
技
術
総
合
研
究
所

Ｈ
Ｇ
Ｆ
（
肝
細
胞
増
殖
因
子
）
末
梢
動
脈
閉
塞
症
に
対
す
る
遺
伝
子
治
療アンジェスＭＧ

　
ア
ン
ジ
ェ
ス
Ｍ
Ｇ
は
遺
伝
子
治
療
薬
の

開
発
と
実
用
化
を
手
が
け
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

だ
。
大
阪
大
学
の
森
下
竜
一
教
授

同
社

社
外
取
締
役

の
特
許
を
基
に
開
発
し
た

Ｈ
Ｇ
Ｆ

肝
細
胞
増
殖
因
子

遺
伝
子
治

療
薬
は
、
下
肢
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
壊
死

え

し

に
つ
な
が
る
症
状
で
も
、
切
断
せ
ず
に
注

射
で
治
療
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
医
薬

品
だ
。

年
に
遺
伝
子
治
療
薬
と
し
て
世

界
で
初
め
て
厚
生
労
働
省
に
承
認
を
申
請

し
、
す
で
に
日
本
と
米
国
で
計
１
０
０
件

以
上
の
臨
床
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
Ｈ
Ｇ
Ｆ
は
肝
細
胞
を
増
殖
さ
せ
る
タ
ン

パ
ク
質
で
、
血
管
を
増
や
す
作
用
も
あ

る
。
こ
の
Ｈ
Ｇ
Ｆ
を
つ
く
る
指
令
を
出
す

遺
伝
子
を
薬
に
使
う
の
が
Ｈ
Ｇ
Ｆ
遺
伝
子

治
療
薬
だ
。
た
と
え
ば
糖
尿
病
な
ど
で
足

の
血
管
が
詰
ま
る
「
末
梢
動
脈
閉
塞

へ
い
そ
く

ま
っ
し
ょ
う

症
」
は
、
疼
痛
や
皮
膚
潰
瘍
を
生
じ
、
最

と
う
つ
う

悪
だ
と
壊
死
し
た
部
分
を
切
断
す
る
こ
と

に
な
る
。
Ｈ
Ｇ
Ｆ
遺
伝
子
治
療
薬
は
切
断

以
外
に
治
療
法
が
な
い
こ
の
症
状
に
対

し
、
２
回
の
筋
肉
内
注
射
だ
け
で
血
管
を

再
生
し
て
患
部
を
治
療
で
き
る
。
狭
心
症

や
心
筋
梗
塞
な
ど
虚
血
性
の
心
臓
疾
患
に

も
効
果
が
あ
る
。
た
だ
バ
イ
オ
医
薬
の
世

界
で
は
多
く
の
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
特
許

を
取
得
し
て
お
り
、
こ
の
薬
の
製
品
化
に

は
同
社
の
特
許
だ
け
で
は
実
現
で
き
な

い
。
そ
こ
で
Ｈ
Ｇ
Ｆ
遺
伝
子
そ
の
も
の
の

特
許
な
ど
を
保
有
す
る
企
業
な
ど
と
連
携

し
て
複
数
の
特
許
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、

製
薬
会
社
に
ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
戦
略
を
取

っ
て
い
る
。

関
係
機
関
↑
大
阪
大
学

利
用
し
た
生
体
イ
メ
ー
ジ
ナ
ノ
粒
子
Ｄ
Ｄ
Ｓ
技
術
を
ン
グ
技
術
の
開
発片山化学工業

　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
用
試
薬
・
機
器

販
売
の
片
山
化
学
工
業
は
、
リ
ポ
ソ
ー
ム

と
呼
ば
れ
る
人
工
細
胞
膜
で
で
き
た
１
０

０

ナ
ノ
は

億
分
の
１

の
カ
プ

セ
ル
の
研
究
用
サ
ン
プ
ル
を
受
託
製
造
し

て
い
る
。
産
業
技
術
総
合
研
究
所

産
総

研

が
開
発
し
た
リ
ポ
ソ
ー
ム
の
表
面
に

糖
鎖
を
付
け
る
技
術
に
着
目
し
て
特
許
の

実
施
許
可
を
受
け
、
自
社
の
研
究
成
果
を

肉
付
け
し
て
事
業
化
に
結
び
つ
け
た
。

　
リ
ポ
ソ
ー
ム
は
表
面
に
糖
鎖
や
抗
体
な

ど
を
付
け
る
と
そ
れ
が
ア
ン
テ
ナ
の
役
割

と
な
り
、
腫
瘍
や
炎
症
と
い
っ
た
目
的
の

場
所
に
集
積
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
白
血

球
の
よ
う
な
生
体
内
細
胞
の
動
き
を
模
倣

し
た
仕
組
み
だ
。
リ
ポ
ソ
ー
ム
内
に
薬
剤

を
入
れ
れ
ば
狙
っ
た
所
に
薬
を
運
ぶ
ド
ラ

ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｄ
Ｓ

に
、
蛍
光
色
素
を
入
れ
れ
ば
生
体
内
の
可

視
化
に
利
用
で
き
る
。

　
片
山
化
学
工
業
は
産
総
研
の
特
許
を
基

に
、
自
社
で
蛍
光
色
素
を
入
れ
て
生
体
内

を
可
視
化
す
る
技
術
や
リ
ポ
ソ
ー
ム
表
面

に
抗
体
を
付
け
る
技
術
を
開
発
。
岐
阜
大

学
と
共
同
で
リ
ポ
ソ
ー
ム
の
原
料
の
脂
質

を
化
学
合
成
品
で
量
産
化
す
る
め
ど
も
つ

け
た
。
生
体
内
分
子
の
可
視
化
用
試
薬
販

売
は
同
社
が
世
界
初
。
試
薬
・
臨
床
検
査

薬
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
基
礎
的
研
究
の
経

験
、
医
薬
品
の
製
造
品
質
管
理
基
準

Ｇ

Ｍ
Ｐ

に
関
す
る
知
識
、
バ
イ
オ
商
社
と

し
て
の
情
報
網
な
ど
の
経
営
資
源
を
活
用

し
た
成
果
と
い
え
る
。

関
係
機
関
↑
産

業
技
術
総
合
研
究
所

栄
誉
に
輝
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、
企
業
間
の
競
争
は
国
際
化
し
、
市

場
の
ニ
ー
ズ
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
。
中
小
企
業
が
こ
う
し
た
競
争
環
境
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
独

自
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
創
造
す
る
だ
け
で
な
く
、
知
的
財
産

知
財

と
し
て
保
護
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
大
阪
府
は
２
０
１
１
年
度
か
ら
、
大
学
や
研
究
機
関
な
ど
の
特
許
を
活
用
し
た
中
小
企
業
の
事
業
展
開
を

後
押
し
す
る
、
「
知
財
顕
彰
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。
グ
ラ
ン
プ
リ
１
社
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
４
社
を
選
定
し
た
。

大阪府・知財顕彰事業スタート‐企業の競争力強化を後押し‐
受
賞
企
業
５
社
選
定
グ
ラ
ン
プ
リ
に
リ
マ
テ
ッ
ク
２
０
１
１
年
度

Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
で
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応

「
評
価
、
励
み
に
な
る
」
田
中
社
長

左から讃岐富男ものづくり支援課課長、
村田悦夫ナニワ炉機研究所社長、田中弘
一田中会長、田中正敏リマテック社長、
片山秀樹片山化学工業社長、中本浩司ア
ンジェスＭＧ取締役執行役員知的財産部
長（最高知的財産責任者）

　
大
阪
府
は
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
・
コ
ア
東
大
阪

東
大
阪

市

に
あ
る
「
も
の
づ
く
り

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
大
阪

Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ

」
を
拠
点

に
府
内
中
小
企
業
の
知
的
財

産
の
活
用
を
支
援
し
て
い

る
。
府
商
工
労
働
部
商
工
振

興
室
も
の
づ
く
り
支
援
課
・

技
術
支
援
グ
ル
ー
プ
は
こ
こ

で
、
国
や
府
の
知
財
支
援
策

の
情
報
、
支
援
機
関
の
紹

介
、
弁
理
士
の
探
し
方
、
知

財
制
度
を
利
用
し
た
場
合
の

減
免
措
置
な
ど
、
企
業
の
相

談
に
応
じ
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
す
る
窓
口
を
設
け
て

い
る
。
ま
た
、
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ

に
は
知
的
財
産
権
に
関
す
る

相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
月
平
均

１
０
０
件
程
度
の
相
談
が
あ

る
。
専
門
知
識
を
持
つ
ス
タ

ッ
フ
が
特
許
の
取
得
、
活

用
、
先
行
特
許
の
調
べ
方
、

海
外
で
の
特
許
出
願
な
ど
の

相
談
に
秘
密
厳
守
で
応
じ

る
。
毎
週
水
曜
日
は
専
門
家

が
常
駐
し
、
特
許
の
流
通
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
で
き

る
。

　
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
で
は
平
日
の

夜
に
開
く
少
人
数
制
の
企
業

向
け
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ

Ｏ
カ
フ
ェ
」
も
好
評
だ
。
知

財
関
連
で
は

年

月
か

ら
、
講
師
に
弁
護
士
と
弁
理

士
を
交
互
に
招
い
て
連
続
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
セ
ミ

ナ
ー
後
の
交
流
会
で
弁
護
士

や
弁
理
士
か
ら
直
接
話
を
聞

け
る
の
が
参
加
者
に
評
判
と

な
り
、
毎
回
定
員
の

人
に

迫
る
参
加
者
を
集
め
て
い

る
。
ま
た
、

日
に
は
大
学

や
公
設
試
験
研
究
機
関
、
中

小
企
業
な
ど
が
持
つ
特
許
を

企
業
に
紹
介
す
る
「
特
許
ビ

ジ
ネ
ス
展
示
会
」
を
Ｍ
Ｏ
Ｂ

Ｉ
Ｏ
で
開
催
す
る
予
定
だ
。

（ ） 【企画特集】 ２０１２年 平成２４年 ２月１７日 金曜日 　　

　
１
回
目
と
な
る
知
財
顕
彰

事
業
の
表
彰
式
が
１
月

日
、
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ

ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪

で
開
か
れ
、
受
賞
企

業
の
代
表
者
や
研
究

機
関
の
関
係
者
な
ど

が
参
加
し
た
。
表
彰

式
の
冒
頭
で
は
松
井

一
郎
大
阪
府
知
事
が
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
、
「
府
内
中
小

企
業
が
知
的
財
産
の
重
要
性

を
認
識
し
、
積
極
的
に
活
用

す
る
た
め
の
先
導
役
と
し
て

活
躍
を
お
願
い
し
た
い
」
と

各
企
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に

期
待
を
込
め
た
。

　
受
賞
企
業
に
は
知
財
の

知
の
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
化

し
た
盾
と
賞
状
が
贈
ら
れ

た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

リ
マ
テ
ッ
ク
の
田
中
正
敏
社

長
は
「
大
学
と
の
共
同
研
究

の
結
果
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

は
励
み
に
な
る
。
い
っ
そ
う

の
事
業
展
開
に
努
め
た
い
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
表
彰
式
後
は
元
キ
ヤ
ノ
ン

専
務
の
丸
島
儀
一
金
沢
工
業

大
学
大
学
院
教
授
が
「
知
的

財
産
戦
略
が
中
小
企
業
を
救

う
」
と
題
し
て
記
念
講
演
し

た
。
丸
島
教
授
は
「
経
営
者

が
知
財
意
識
を
強
く
持
つ
こ

と
が
必
要
で
、
社
内
の
知
財

戦
略
の
マ
イ
ン
ド
形
成
は
経

営
者
の
責
任
だ
」
と
、
知
財

戦
略
に
お
け
る
経
営
者
の
心

構
え
の
重
要
さ
に
つ
い
て
力

説
し
た
。

　
大
阪
府
は
２
０
１
０
年
に

「
大
阪
府
知
的
財
産
戦
略
指

針
」
を
改
訂
し
た
。
改
訂
前

の
指
針
は
国
が
定
め
た
「
知

的
財
産
基
本
法
」
を
受
け
て

府
が

年
に
策
定
し
た
も
の

だ
。
府
は
同
指
針
に
基
づ

き
、
関
西
特
許
情
報
セ
ン
タ

ー

年
度
に
閉
館

を
中

心
に
知
財
関
連
の
施
策
を
展

開
し
て
き
た
。

　
た
だ
、
近
年
は
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
新

興
国
の
技
術
力
の
向
上
な
ど

に
よ
り
、
国
際
的
な
価
格
競

争
が
激
化
し
、
模
倣
品
の
被

害
の
深
刻
化
な
ど
日
本
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
知
的
財
産

は
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
企

業
の
経
営
戦
略
を
考
え
る
上

で
よ
り
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
と
く
に
、
大
阪
府
内
に

は
独
自
の
技
術
や
製
品
を
持

つ
優
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
企
業

が
集
積
し
て
い
る
。
彼
ら
の

強
み
で
あ
る
モ
ノ
づ
く
り
技

術
や
ア
イ
デ
ア
こ
そ
が
知
的

財
産
で
あ
り
、
そ
れ
を
生

み
、
守
り
、
生
か
す
戦
略
は

国
際
的
な
企
業
間
競
争
を
勝

ち
抜
く
力
と
な
る
。

　

年
度
に
改
訂
し
た
大
阪

府
の
新
し
い
知
財
戦
略
指
針

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
企

業
を
三
つ
の
階
層
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
策
を
打
つ
狙
い

を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
め
の

階
層
は
特
許
な
ど
の
知
的
財

産
を
活
用
し
た
事
業
に
成
功

し
て
い
る
「
知
財
戦
略
実
践

企
業
」
。
二
つ
め
は
こ
れ
か

ら
知
財
を
活
用
し
て
事
業
展

開
を
図
る
「
知
財
戦
略
の
実

践
を
目
指
す
企
業
」
。
三
つ

め
の
階
層
に
あ
る
の
が
、
保

有
す
る
技
術
や
特
許
の
価
値

に
気
づ
け
て

い
な
い
企
業

だ
。

　
ま
ず
、
３

階
層
の
企
業

に
必
要
な
の

は
、
意
識
啓

発
と
人
材
の

育
成
だ
。
次

に
２
階
層
の

「
知
財
戦
略

の
実
践
を
目

指
す
企
業
」
は
、
府
が
重
点

的
に
支
援
す
る
対
象
と
し
て

い
る
企
業
群
で
あ
り
、
開
発

型
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
型
、

ラ
イ
セ
ン
ス
型
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
バ
イ
オ
産
業
分
野
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
個
別

の
状
況
や
特
徴
が
あ
る
。
こ

れ
を
見
極
め
た
上
で
、
研
究

開
発

知
財
の
創
造

、
特

許
権
の
取
得

保
護

、
技

術
移
転

活
用

な
ど
の
必

要
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
ら

を
１
階
層
の
「
知
財
戦
略
実

践
企
業
」
に
押
し
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
知
財
戦
略
実
践
企
業
」

は
、
大
阪
府
の
新
し
い
知
財

戦
略
が
企
業
に
指
し
示
す
目

標
と
い
え
る
。
府
は
中
小
企

業
に
こ
の
目
標
を
は
っ
き
り

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
各

企
業
の
知
財
活
用
の
成
功
例

を
国
内
外
に
発
信
し
て

知

財
活
用
企
業

と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
す
る
こ
と
を
狙
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
始
め
た

事
業
が
「
知
財
顕
彰
事
業
」

だ
。

　
府
が

年
度
か
ら
始
め
た

「
知
財
顕
彰
事
業
」
は
大
学

な
ど
研
究
機
関
の
特
許
を
活

用
し
て
事
業
化
し
た
府
内
の

中
小
企
業
を
表
彰
す
る
。
対

象
と
な
る
の
は
大
学
の
ほ
か

公
設
試
験
研
究
機
関
、
独
立

行
政
法
人
、
高
等
専
門
学
校

な
ど
の
取
得
済
み
の
特
許

で
、
企
業
と
共
同
で
取
得
し

た
も
の
も
含
む
。
企
業
は
特

許
を
活
用
し
て
事
業
化
し
た

製
品
・
技
術
の
内
容
を
説
明

し
、
事
業
展
開
の
計
画
を
提

案
す
る
。
府
は
技
術
、
イ
ン

パ
ク
ト
、
経
営
戦
略
、
社
会

貢
献
、
受
賞
後
の
貢
献
活
動

の
点
か
ら
そ
の
提
案
を
審
査

す
る
。

　
受
賞
企
業
に
は
特
許
維
持

や
宣
伝
活
動
に
使
え
る
補
助

金
を
グ
ラ
ン
プ
リ
に
１
０
０

万
円
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に

万
円
、
助
成
す
る
。
受
賞
後

は
府
の
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
で
講
演
し
て
知
財
活
用

の
利
点
を
広
め
て
も
ら
い

知
財
活
用
企
業
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
計
画
。

　

年
度
は
６
月
か
ら
企
業

を
公
募
し
て
、
９
月
に
グ
ラ

ン
プ
リ
１
社
と
準
グ
ラ
ン
プ

リ
４
社
を
採
択
し
た
。
グ
ラ

ン
プ
リ
は
亜
臨
界
処
理
水
技

術
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
廃
棄

物
の
再
資
源
化
事
業
を
展
開

し
て
い
る
リ
マ
テ
ッ
ク

岸

和
田
市

が
受
賞
。
準
グ
ラ

ン
プ
リ
は
ア
ン
ジ
ェ
ス
Ｍ
Ｇ

茨
木
市

、
片
山
化
学
工

業

大
阪
市
中
央
区

、
田

中

同
住
吉
区

、
ナ
ニ
ワ

炉
機
研
究
所

八
尾
市

が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。


